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特
別
記
事

吉
田
龍
太
郎
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

吉
田
龍
太
郎
君
提
出
の
博
士
学
位
請
求
論
文
「
芦
田
均
の
国
内
外

情
勢
認
識
と
そ
の
帰
結
―
第
二
保
守
党
に
お
け
る
行
動
の
制
約
と
戦

後
政
治
空
間
へ
の
適
応
―
」
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
論　

問
題
の
所
在
と
分
析
の
視
角

第
一
章　

�

対
共
産
主
義
警
戒
論
の
提
唱
と
第
二
保
守
党
の
位
置
付

け

第
一
節　

�

共
産
主
義
国
家
の
対
外
政
策
へ
の
警
戒
論
と
そ
の
背

景

第
二
節　

共
産
主
義
社
会
に
対
す
る
批
判
的
視
座
と
そ
の
背
景

第
三
節　

国
内
外
情
勢
認
識
と
第
二
保
守
党
の
位
置
付
け

小
括

第
二
章　

対
共
産
主
義
警
戒
論
の
発
信
と
限
界

第
一
節　

対
共
産
圏
防
衛
論
の
発
信
と
普
及
の
限
界

第
二
節　

共
産
主
義
社
会
批
判
の
発
信
と
普
及
の
限
界

第
三
節　

第
二
保
守
党
に
よ
る
支
持
獲
得
の
試
み
と
挫
折

小
括

第
三
章　

資
本
主
義
社
会
修
正
論
の
啓
蒙
と
受
容

第
一
節　

対
外
政
策
に
お
け
る
資
本
主
義
社
会
修
正
論

第
一
項　

新
興
国
の
反
西
洋
感
情
へ
の
配
慮
と
そ
の
善
導

第
二
項　

�

日
本
国
内
の
対
米
自
立
意
識
へ
の
配
慮
と
そ
の
制

御

第
三
項　

ア
ジ
ア
諸
国
の
反
日
感
情
へ
の
配
慮

第
二
節　

内
政
運
営
に
お
け
る
資
本
主
義
社
会
修
正
論

第
一
項　

議
会
政
治
と
国
民
参
加
の
重
視

第
二
項　

社
会
経
済
政
策
に
お
け
る
修
正
資
本
主
義
の
唱
道

小
括

第
四
章　

対
共
産
主
義
警
戒
論
の
抑
制
と
そ
の
帰
結

第
一
節　

野
党
時
代
に
お
け
る
対
共
産
主
義
強
硬
論
の
抑
制

第
二
節　

�

政
権
獲
得
後
に
お
け
る
対
共
産
圏
強
硬
論
の
抑
制
と

対
共
産
圏
交
流
推
進
論
の
拡
大

第
一
項　

鳩
山
一
郎
政
権
へ
の
支
持
と
抵
抗

第
二
項　

石
橋
湛
山
政
権
期
に
お
け
る
対
立
の
潜
在
化

第
三
項　

岸
信
介
政
権
へ
の
期
待
と
失
望

第
三
節　

旧
自
由
党
系
勢
力
と
の
関
係
改
善
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小
括

第
五
章　

�

地
元
選
挙
区
に
お
け
る
「
革
新
府
政
」
批
判
の
制
約
と

そ
の
帰
結

第
一
節　
「
革
新
府
政
」
批
判
と
そ
の
失
敗

第
一
項　
「
革
新
府
政
」
に
対
す
る
有
権
者
の
支
持

第
二
項　

�
自
由
党
系
勢
力
に
よ
る
「
革
新
府
政
」
継
続
の
黙

認

第
二
節　
「
革
新
府
政
」
支
持
政
治
家
と
の
共
生

第
三
節　

旧
自
由
党
系
勢
力
の
伸
張
と
芦
田
の
対
応

第
一
項　

�

野
党
時
代
に
お
け
る
個
別
利
益
へ
の
対
応
と
そ
の

限
定

第
二
項　

�

有
権
者
対
応
の
負
担
増
大
と
旧
自
由
党
系
勢
力
の

伸
張

小
括

第
六
章　

�

対
共
産
主
義
警
戒
論
の
棚
上
げ
と
権
力
抑
制
論
へ
の
移

行

第
一
節　

岸
政
権
批
判
の
継
続
と
強
調
点
の
変
化

第
一
項　

対
外
政
策
に
関
す
る
岸
政
権
批
判
の
継
続

第
二
項　

内
政
運
営
に
関
す
る
岸
政
権
批
判
の
継
続

第
二
節　

岸
政
権
攻
撃
と
党
内
対
立
の
構
図

第
三
節　

岸
政
権
批
判
と
権
力
抑
制
論
へ
の
傾
斜

第
一
項　

組
織
文
化
に
お
け
る
近
代
的
姿
勢
の
強
調

第
二
項　
「
戦
後
」
支
持
の
強
調
と
芦
田
系
議
員
の
分
断

第
四
節　

芦
田
派
の
帰
結
と
権
力
抑
制
論
の
定
着

小
括

結
語

問
題
の
所
在

　

戦
後
日
本
の
政
治
空
間
に
お
い
て
は
、
一
方
に
現
状
維
持
的
な

「
保
守
本
流
」
勢
力
、
他
方
に
急
進
的
な
「
革
新
」
勢
力
が
対
峙
し
、

内
外
政
策
を
め
ぐ
り
論
争
を
繰
り
広
げ
た
。
本
論
文
は
、
こ
の
よ
う

な
政
治
空
間
の
中
、
傍
流
と
位
置
付
け
ら
れ
な
が
ら
も
存
在
感
を
示

し
、
保
守
合
同
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
も
な
る
「
第
二
保
守
党
」
に

着
目
し
、
同
勢
力
の
中
で
も
内
外
情
勢
の
危
機
を
高
唱
し
、
そ
れ
へ

の
対
応
を
力
説
し
続
け
た
芦
田
均
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。

　
「
保
守
本
流
」
へ
と
連
な
る
吉
田
茂
自
由
党
政
権
、
こ
れ
に
対
峙

す
る
日
本
社
会
党
を
始
め
と
す
る
「
革
新
」
勢
力
に
つ
い
て
の
研
究

は
種
々
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
埋
没
し
た
か
に
見
え

る
、
民
主
党
、
国
民
民
主
党
、
改
進
党
、
日
本
民
主
党
を
は
じ
め
と

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
第
二
保
守
党
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
希
薄
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
吉
田
君
が
既
存
研
究
の
整
理
の
中
で
示
す
通
り
、

近
年
か
か
る
勢
力
に
つ
い
て
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
治
安
や
安
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全
保
障
の
視
点
か
ら
芦
田
均
に
注
目
し
た
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
第
二
保
守
党
勢
力
に
注
目
す
る
あ

ま
り
、
そ
の
後
の
日
本
政
治
に
与
え
た
影
響
が
強
調
さ
れ
過
ぎ
る
通

弊
が
あ
る
。
確
か
に
、
保
守
合
同
に
よ
っ
て
自
由
民
主
党
に
合
流
し

た
第
二
保
守
党
は
、
自
民
党
の
外
交
政
策
や
経
済
政
策
の
多
様
化
に

一
定
の
影
響
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
第
二
保
守
党
」
出
身
者
で
あ
る
、
鳩
山
一
郎
、
石
橋
湛
山
、
岸
信

介
が
、
三
代
に
わ
た
っ
て
連
続
し
て
政
権
を
担
当
し
、
保
守
合
同
に

お
い
て
も
主
導
権
を
取
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
芦
田
が
関
心
を
寄

せ
た
内
外
の
危
機
対
応
を
め
ぐ
る
施
策
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
成
果

を
出
せ
て
い
な
か
っ
た
。

　

本
論
文
は
、
上
記
の
問
題
意
識
に
立
ち
、
芦
田
の
「
第
二
保
守

党
」
時
代
か
ら
保
守
合
同
後
の
自
民
党
時
代
に
か
け
て
の
、
党
内
活

動
、
言
論
活
動
、
地
元
活
動
な
ど
を
丹
念
に
追
い
な
が
ら
、
芦
田
が

向
き
合
っ
た
政
治
の
現
実
と
そ
れ
へ
の
妥
協
を
迫
ら
れ
受
け
入
れ
て

い
く
姿
を
追
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
同
時
代
の
日
本
の
政
治
空
間
や

言
論
空
間
の
内
実
を
浮
き
彫
り
に
す
る
研
究
で
も
あ
る
。

　

以
下
、
各
章
の
要
旨
を
紹
介
し
、
評
価
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

各
章
の
内
容
と
評
価

　

第
一
章
は
、
芦
田
の
冷
戦
認
識
の
内
容
と
そ
の
形
成
過
程
に
つ
い

て
検
証
し
て
い
る
。
芦
田
は
、
周
辺
の
共
産
主
義
諸
国
の
拡
大
や
、

そ
れ
と
呼
応
す
る
国
内
の
共
産
主
義
勢
力
の
存
在
を
、
日
本
の
最
大

の
脅
威
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
を
盟
主
と
す

る
共
産
主
義
圏
が
東
ア
ジ
ア
に
も
進
出
し
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
危
機

認
識
を
有
し
、
共
産
主
義
社
会
で
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
あ
ら

ゆ
る
方
面
で
行
動
の
統
制
が
行
わ
れ
、
そ
の
体
制
は
全
体
主
義
で
あ

る
と
断
じ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
芦
田
の
共
産
主
義
に
対
す
る
認
識
と
警
戒
は
、
ソ
連
の

内
政
外
交
分
析
の
経
験
に
加
え
、
国
内
の
共
産
党
対
応
の
経
験
を
通

じ
て
強
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
初
は
楽
観
的
展
望
を
抱
い

て
い
た
。
ソ
連
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
死
去
後
の
マ
レ

ン
コ
フ
首
相
の
政
権
下
で
の
産
業
自
由
化
へ
の
期
待
、
日
本
国
内
の

共
産
党
に
つ
い
て
は
、
同
党
が
他
党
や
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
の
存
在

を
容
認
す
る
と
の
観
測
に
立
ち
、
厚
生
大
臣
時
代
に
は
自
身
が
仲
介

者
と
な
る
こ
と
に
も
意
欲
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
独
ソ
不
可
侵
条

約
、
対
日
参
戦
、
戦
後
の
冷
戦
の
展
開
の
中
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
対

ソ
不
信
を
土
台
に
、
マ
レ
ン
コ
フ
の
失
脚
と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
第
一
書

記
、
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
首
相
の
台
頭
に
よ
る
経
済
統
制
の
強
化
、
日
本

国
内
情
勢
に
つ
い
て
は
、
中
道
連
立
政
権
時
代
の
共
産
党
か
ら
の
攻
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撃
に
よ
っ
て
、
共
産
主
義
へ
の
楽
観
的
展
望
は
幻
滅
へ
と
変
わ
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
認
識
は
、
芦
田
の
周
辺
に
参
集
し
た
専
門
家
や
知
識
人
、

運
動
家
た
ち
と
も
共
通
し
て
い
た
が
、
彼
ら
の
共
産
主
義
勢
力
へ
の

警
戒
論
が
、
国
内
一
般
の
そ
れ
に
比
し
て
早
い
時
期
に
獲
得
さ
れ
、

強
固
に
抱
か
れ
て
い
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
芦
田

ら
が
高
唱
し
た
再
軍
備
論
は
、
こ
う
し
た
共
産
主
義
勢
力
の
対
外
脅

威
に
よ
り
生
起
し
て
い
た
。
日
本
社
会
党
だ
け
で
な
く
、
思
想
的
に

は
共
産
主
義
と
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
吉
田
茂
率
い
る
自
由
党
政
権
も
、

東
側
陣
営
の
軍
事
力
を
低
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
冷
戦
の
展

望
に
は
楽
観
的
で
あ
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
芦
田
ら
は
、

第
二
保
守
党
こ
そ
、
外
交
と
内
政
運
営
の
双
方
に
お
い
て
、
共
産
主

義
勢
力
に
対
す
る
警
戒
意
識
を
維
持
し
な
が
ら
有
効
な
対
策
を
遂
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
勢
力
と
し
て
、
自
身
の
存
在
意
義
を
強
調
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
本
章
は
、
芦
田
の
共
産
主
義
へ
の
警
戒
論
の
形
成

過
程
と
そ
の
内
実
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
彼
が
、
そ
れ
こ
そ
第

二
保
守
党
の
、
他
の
与
野
党
問
わ
ぬ
政
治
勢
力
と
の
違
い
を
示
す
こ

と
に
な
る
、
と
の
自
負
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
二
章
に
お
い
て
は
、
右
に
紹
介
し
た
共
産
主
義
を
め
ぐ
る
芦
田

の
内
外
認
識
が
、
言
論
活
動
や
社
会
運
動
、
さ
ら
に
は
選
挙
運
動
を

展
開
す
る
中
で
ど
の
よ
う
な
主
張
と
し
て
発
信
さ
れ
た
か
を
追
い
な

が
ら
、
同
時
に
そ
れ
ら
の
訴
え
が
周
囲
か
ら
は
必
ず
し
も
受
容
さ
れ

な
か
っ
た
事
実
を
解
き
明
か
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
彼
ら
の

言
説
が
当
初
国
民
か
ら
受
容
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
点
は
、
興
味
深
い
。
世
論
調
査
に
お
い
て
再
軍
備
論
へ
の

一
定
の
支
持
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
芦
田
の
地
元
で
あ
る
京
都
府
北
部
に
お
い
て
は
、
日
本
海

に
お
け
る
共
産
主
義
国
に
よ
る
日
本
漁
船
拿
捕
や
、
地
方
自
治
体
の

職
員
や
教
員
へ
の
共
産
主
義
運
動
の
影
響
か
ら
、
こ
れ
ら
が
具
体
的

な
脅
威
の
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
芦
田
の
主
張
が
あ
る
程
度
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
君
は
、
漁
船
拿

捕
数
や
乗
組
員
拘
束
期
間
等
に
関
す
る
同
時
代
の
調
査
研
究
を
引
証

し
て
、
芦
田
の
言
説
が
実
態
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
環
境
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
再
軍
備
運

動
の
共
同
主
催
者
で
あ
る
田
辺
忠
男
が
嘆
息
し
た
よ
う
に
、
共
産
主

義
理
論
に
対
す
る
「
原
理
的
」
な
批
判
は
普
及
せ
ず
、
内
外
の
短
期

的
な
緊
張
緩
和
の
到
来
を
以
て
国
民
一
般
の
警
戒
意
識
は
沈
静
化
し
、

芦
田
ら
に
対
し
論
壇
の
主
流
は
冷
淡
で
あ
っ
た
。
ソ
連
や
中
国
が
そ

の
国
境
を
越
え
て
進
出
を
図
る
こ
と
は
な
い
と
の
見
解
が
支
配
的
で

あ
る
中
、
共
産
主
義
脅
威
へ
の
対
抗
か
ら
日
本
の
軍
事
力
再
強
化
を



特 別 記 事

163

力
説
し
て
も
賛
同
す
る
者
は
少
な
く
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
言
説
は
、

国
民
の
自
由
権
を
抑
圧
す
る
可
能
性
増
大
に
つ
な
が
る
と
の
懸
念
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
国
内
状
況
も
同
様
で
、
共
産
党
員
で
は
な

い
、
い
わ
ゆ
る
進
歩
的
文
化
人
は
、
ソ
連
の
計
画
経
済
の
効
用
を
称

賛
し
、
共
産
主
義
者
の
活
動
を
規
制
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
社
会
の

自
由
度
を
低
下
さ
せ
る
危
険
を
生
む
と
の
見
解
を
拡
散
し
、
そ
れ
が

言
論
界
の
大
勢
を
制
す
る
こ
と
に
な
る
。
芦
田
た
ち
が
、
自
陣
営
を

論
壇
の
少
数
派
と
認
識
し
、
左
派
メ
デ
ィ
ア
の
金
銭
的
成
功
と
対
照

的
に
自
身
ら
の
不
遇
を
嘆
じ
て
い
る
こ
と
は
、
同
時
代
の
言
論
空
間

の
特
徴
を
示
し
て
い
た
。

　

類
似
の
状
況
は
、
所
属
す
る
第
二
保
守
党
内
部
に
お
い
て
も
生
じ

て
い
た
。
共
産
主
義
社
会
へ
の
批
判
的
視
座
は
党
内
で
共
有
さ
れ
て

は
い
た
も
の
の
、
そ
れ
は
対
共
産
圏
交
流
拡
大
を
抑
制
す
る
理
由
と

は
必
ず
し
も
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
体
制
変
革
へ
の
警
戒
と
友
好
的

な
交
流
拡
大
は
両
立
す
る
と
の
見
解
が
、
党
内
で
は
支
配
的
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
野
党
内
で
は
対
共
産
主
義
勢
力
へ
の
警

戒
を
批
判
す
る
左
派
社
会
党
が
勢
力
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
他

方
、
外
交
や
安
全
保
障
問
題
を
論
争
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
消
極
的

で
あ
っ
た
与
党
自
由
党
の
勢
力
も
増
大
し
て
い
く
。
芦
田
の
軍
備
促

進
運
動
に
賛
同
す
る
関
係
者
は
衆
院
選
に
出
馬
し
軒
並
み
落
選
し
た

が
、
い
ず
れ
の
選
挙
区
で
も
自
由
党
候
補
が
当
選
者
を
出
し
た
こ
と

は
、
そ
の
証
左
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
通
り
本
章
は
、
芦
田
た
ち
の
共
産
主
義
警
戒
論
に
立
つ
再

軍
備
強
化
の
主
張
が
、
各
種
の
警
戒
消
極
論
を
前
に
少
数
派
と
な
っ

て
い
く
過
程
を
、
言
論
出
版
や
運
動
に
携
わ
っ
た
賛
同
者
を
始
め
と

す
る
関
連
記
録
を
渉
猟
し
な
が
ら
説
得
力
を
も
っ
て
描
く
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
第
二
保
守
党
の
党
内
環
境
を
改
め
て
精
査
し
、
党

内
主
流
の
考
え
が
芦
田
ら
の
主
張
と
微
妙
な
齟
齬
を
生
ん
で
い
た
こ

と
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。
第
二
保
守
党
に
お
い
て
望
ま
れ
て
い
た
の

は
、
共
産
主
義
勢
力
自
体
へ
の
警
戒
を
強
く
訴
え
る
こ
と
で
は
な
く
、

同
勢
力
の
支
持
拡
大
を
事
前
に
回
避
す
る
た
め
、
資
本
主
義
国
側
の

内
外
政
策
の
修
正
を
訴
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
由
党
政
権

の
現
状
維
持
的
な
政
策
や
政
治
手
法
を
批
判
し
、
差
別
化
を
図
る
こ

と
が
よ
り
重
視
さ
れ
た
。

　

本
章
で
は
、
右
の
事
実
を
加
味
し
な
が
ら
、
第
二
保
守
党
の
中
に

お
い
て
異
端
の
存
在
と
見
な
さ
れ
て
き
た
一
九
五
〇
年
代
の
芦
田
像

に
修
正
を
加
え
て
い
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
「
急
進
的
親
米
」

論
者
と
解
さ
れ
て
き
た
同
時
期
の
芦
田
で
あ
る
が
、
彼
は
対
外
政
策

に
お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
反
植
民
地
主

義
意
識
に
理
解
を
示
し
、
西
欧
先
進
国
側
の
態
度
変
更
を
求
め
て
い

た
。
ま
た
、
日
本
国
内
の
反
米
感
情
に
も
理
解
を
示
し
、
国
内
政
策
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に
つ
い
て
も
中
道
連
立
政
権
期
以
来
の
修
正
資
本
主
義
の
立
場
を
晩

年
ま
で
維
持
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
芦
田
は
、
反
西
欧
感
情
に
理
解
を
示
し
な
が
ら
、
そ

れ
を
西
側
陣
営
へ
の
積
極
的
貢
献
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
努
め
て
い
く
。

米
国
と
の
距
離
の
拡
大
や
、
米
国
の
戦
略
的
利
益
の
低
下
を
招
来
す

る
よ
う
な
選
択
肢
を
わ
が
国
が
取
り
得
な
か
っ
た
以
上
、
そ
れ
は
最

も
現
実
的
な
現
状
変
更
案
で
あ
っ
た
。
同
様
に
芦
田
は
、
資
本
主
義

陣
営
に
止
ま
り
な
が
ら
も
、
資
本
主
義
制
度
の
改
革
を
志
向
し
た
。

　

芦
田
自
身
、
共
産
主
義
批
判
と
資
本
主
義
批
判
の
双
方
を
抱
い
て

い
た
が
、
第
二
保
守
党
内
部
で
期
待
さ
れ
、
よ
り
広
く
受
容
さ
れ
た

の
は
後
者
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
二
保
守
党
に
お
い
て
は
、
芦
田

が
強
調
し
て
き
た
共
産
主
義
勢
力
へ
の
警
戒
策
よ
り
も
、
所
属
政
党

に
と
っ
て
効
用
が
高
い
自
由
党
政
権
へ
の
批
判
の
ほ
う
が
優
先
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
二
保
守
党
に
お
い
て
芦
田
が
提
唱
し
た
共
産

主
義
勢
力
批
判
と
そ
の
対
抗
案
は
、
党
外
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
自

党
内
部
に
お
い
て
も
主
流
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
第
四
章
か
ら

第
六
章
で
は
、
内
外
情
勢
に
関
す
る
芦
田
の
警
戒
論
が
受
け
容
れ
ら

れ
な
い
政
治
環
境
を
改
め
て
確
認
し
つ
つ
、
政
治
家
芦
田
が
、
そ
れ

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
っ
た
か
、
そ
の
過
程
が
考
察
さ
れ
る
。

　

既
述
の
よ
う
に
野
党
時
代
の
第
二
保
守
党
内
に
お
い
て
、
共
産
主

義
勢
力
へ
の
警
戒
を
高
唱
す
る
芦
田
の
主
張
は
党
内
で
は
受
け
入
れ

ら
れ
ず
、
彼
は
こ
れ
に
反
発
し
て
い
た
。
し
か
し
同
時
に
芦
田
は
、

中
国
大
陸
と
の
交
流
拡
大
を
唱
え
て
い
た
人
物
を
自
党
総
裁
に
推
し
、

さ
ら
に
は
、
共
産
主
義
警
戒
の
自
説
を
も
抑
制
し
て
い
く
。

　

第
四
章
で
は
、
芦
田
の
対
外
警
戒
論
発
信
の
中
心
的
な
場
で
あ
っ

た
「
新
軍
備
促
進
連
盟
」
の
活
動
を
党
内
か
ら
の
批
判
に
応
じ
る
形

で
休
止
状
態
に
し
た
こ
と
や
、
国
内
共
産
主
義
勢
力
対
策
の
た
め
の

破
壊
活
動
防
止
法
案
に
賛
成
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
典
型
と
し

て
示
さ
れ
る
。
共
産
主
義
勢
力
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
認
識
の
違
い
は

問
題
視
せ
ず
、
自
党
勢
力
の
結
束
維
持
の
た
め
自
説
を
封
印
し
た
の

で
あ
る
。
野
党
時
代
同
様
、
政
権
獲
得
後
も
芦
田
は
自
身
の
対
外
強

硬
論
が
党
内
抗
争
に
つ
な
が
る
こ
と
を
危
惧
し
抑
制
し
続
け
る
。
結

果
と
し
て
、
芦
田
の
対
共
産
圏
警
戒
論
は
「
力
」
を
持
つ
こ
と
が
で

き
な
い
ど
こ
ろ
か
、
鳩
山
政
権
か
ら
岸
政
権
に
か
け
て
は
、
む
し
ろ

共
産
圏
と
の
交
流
促
進
や
、
冷
戦
下
中
立
を
標
榜
す
る
「
第
三
世

界
」
と
の
交
流
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
政
権
獲
得
後
も
続
く
共
産
圏
と
の
交
流
推
進
を
め
ぐ

る
芦
田
の
反
発
は
、
旧
自
由
党
系
勢
力
と
の
関
係
改
善
を
模
索
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
当
初
芦
田
が
接
近
し
た
の
は
旧
自
由
党
の
党

人
派
で
あ
る
緒
方
派
で
あ
っ
た
。
旧
主
流
派
に
対
し
て
は
、
ま
ず
佐

藤
栄
作
派
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
池
田
勇
人
派
に
対
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し
て
も
、
次
第
に
接
近
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
「
吉
田
路

線
」
批
判
の
抑
制
、
さ
ら
に
は
封
印
へ
と
導
く
こ
と
に
な
る
。

　

本
章
が
、
理
念
に
殉
じ
た
政
治
家
と
し
て
描
か
れ
が
ち
な
芦
田
に

つ
い
て
、
そ
の
言
動
を
丁
寧
に
追
う
こ
と
に
よ
り
変
化
や
矛
盾
の
存

在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
理
由
を
、
党
内
の
対
立
構
造
に

求
め
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
は
、
第
二
保
守
党
研
究
へ
の
大
き
な
貢

献
で
あ
る
。

　

第
五
章
で
は
、
第
二
保
守
党
政
治
家
芦
田
が
、
地
元
選
挙
区
で
突

き
つ
け
ら
れ
た
現
実
と
、
そ
れ
へ
の
彼
の
対
応
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
芦
田
が
地
方
に
お
い
て
も
国
政
と
同
様
の
環
境
下
に
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
芦
田
は
、
京
都
二
区
（
福
知
山
市
、
天
田
郡

な
ど
）
よ
り
衆
議
院
に
出
馬
し
当
選
を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
、

京
都
に
お
い
て
は
蜷
川
虎
三
府
政
の
躍
進
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

彼
の
地
元
に
お
い
て
も
革
新
勢
力
の
伸
張
が
見
ら
れ
、
芦
田
は
こ
れ

に
対
峙
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
芦
田
は
、
地
元
に
お
い
て

そ
の
打
倒
を
目
指
す
も
の
の
、
芦
田
傘
下
の
府
議
会
議
員
や
自
治
体

首
長
の
間
に
、
蜷
川
府
政
と
積
極
的
な
協
調
を
選
択
す
る
動
き
が
相

次
ぐ
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
自
由
党
は
、
蜷
川
府
政
と
の
対
決
を
避

け
つ
つ
、
国
政
の
政
権
党
と
し
て
の
立
場
を
活
用
し
て
勢
力
拡
大
を

進
め
た
。
芦
田
の
地
元
は
、
革
新
勢
力
と
自
由
党
の
両
者
か
ら
挟
撃

さ
れ
、
彼
の
活
動
は
困
難
さ
を
増
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

中
央
政
界
同
様
に
地
方
政
界
に
お
い
て
も
、
芦
田
は
こ
う
し
た
周

辺
環
境
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
、
適
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
。
す

な
わ
ち
、
彼
は
蜷
川
府
政
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
自
派
政
治
家
に
対

し
て
積
極
的
な
調
整
を
図
る
と
と
も
に
関
係
改
善
を
求
め
て
い
た
。

そ
の
た
め
に
、
劣
勢
の
自
派
候
補
者
の
支
援
を
中
断
し
た
り
、
蜷
川

府
政
に
傾
き
当
選
し
た
者
と
は
関
係
維
持
の
合
意
も
し
て
い
た
。
芦

田
系
な
が
ら
府
議
会
与
党
会
派
入
り
し
た
人
物
に
対
し
て
は
、
自
ら

引
き
止
め
を
図
る
が
、
そ
れ
に
失
敗
す
る
と
、
衆
院
選
に
お
け
る
支

援
継
続
の
言
質
を
得
る
努
力
も
し
て
い
た
。
地
元
選
挙
区
で
芦
田
は
、

革
新
勢
力
の
拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
方
、
国
政
・
地

方
選
に
お
け
る
自
由
党
系
勢
力
の
影
響
力
増
大
に
も
直
面
し
、
譲
歩

と
妥
協
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
。

　

外
交
は
票
に
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
敗
戦
直
後
の
占
領
下
、

さ
ら
に
は
独
立
回
復
直
後
の
政
治
空
間
の
中
で
、
芦
田
の
主
張
を
有

権
者
に
響
か
せ
る
の
は
、
よ
り
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
例
証
さ
れ
て

い
る
。
確
か
に
、
既
述
の
よ
う
に
彼
の
選
挙
区
の
中
で
は
、
共
産
主

義
の
脅
威
を
日
常
生
活
の
実
感
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
事
例

は
存
在
し
た
も
の
の
、
そ
れ
が
選
挙
の
大
勢
を
左
右
す
る
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
六
章
で
は
、
保
守
合
同
後
の
自
民
党
政
権
時
代
、
と
り
わ
け
岸

信
介
政
権
時
代
を
射
程
に
置
き
、
芦
田
の
言
動
が
考
察
さ
れ
る
。
芦
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田
と
共
に
旧
日
本
民
主
党
内
で
保
守
合
同
推
進
運
動
を
率
い
た
岸
は
、

自
身
の
政
権
に
お
い
て
、
芦
田
の
唱
え
て
き
た
よ
う
な
内
外
の
共
産

主
義
勢
力
を
脅
威
と
捉
え
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
西
側
陣
営
の
強
化

を
一
定
程
度
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
警
察
官
職
務
執
行
法
の
改

正
や
、
日
米
同
盟
関
係
の
双
務
化
を
明
示
し
た
日
米
安
全
保
障
条
約

改
定
へ
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。
岸
は
ま
た
、
修
正
資

本
主
義
政
策
や
新
興
国
対
策
の
必
要
も
認
識
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
岸

の
政
策
志
向
は
、
芦
田
の
そ
れ
と
合
致
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
、
芦
田
は
、
岸
と
協
働
行
動
を
取
ら
ず
、
む
し
ろ
党
内
で
は
対
抗

勢
力
と
な
っ
て
い
く
。
本
章
は
、
そ
の
理
由
を
解
き
明
か
し
て
い
る
。

　

芦
田
は
、
内
外
の
危
機
に
対
す
る
岸
の
取
り
組
み
の
方
向
性
と
、

そ
の
不
徹
底
さ
を
殊
更
難
じ
る
。
日
ソ
国
交
回
復
や
日
中
交
流
拡
大

へ
の
前
の
め
り
の
姿
勢
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
第
三
世
界
の
民
族
主

義
政
権
へ
の
接
近
、
警
察
官
職
務
執
行
法
審
議
に
お
け
る
野
党
へ
の

妥
協
、
防
衛
力
増
強
へ
の
消
極
姿
勢
、
日
本
側
の
取
り
組
み
よ
り
も

米
国
か
ら
の
庇
護
獲
得
を
優
先
さ
せ
る
姿
勢
を
批
判
し
た
。
こ
う
し

た
芦
田
の
批
判
は
、
彼
の
従
来
の
立
場
と
必
ず
し
も
矛
盾
は
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
他
方
に
お
い
て
同
時
代
の
彼
は
、
共
産
主
義
圏
交
流

を
推
進
す
る
旧
第
二
保
守
党
左
派
グ
ル
ー
プ
や
、
徹
底
ど
こ
ろ
か
現

状
維
持
を
志
向
す
る
旧
自
由
党
グ
ル
ー
プ
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
。

政
策
上
近
似
す
る
岸
と
は
対
抗
し
、
政
策
上
合
致
し
な
い
勢
力
と
協

働
す
る
芦
田
で
あ
っ
た
。

　

岸
が
出
馬
し
た
す
べ
て
の
自
民
党
総
裁
選
に
お
い
て
芦
田
は
、
石

橋
湛
山
、
松
村
謙
三
、
池
田
勇
人
な
ど
、
旧
第
二
保
守
党
の
共
産
圏

交
流
推
進
派
や
旧
自
由
党
系
の
党
内
非
主
流
派
と
協
働
す
る
動
き
を

示
し
、
岸
が
政
権
を
獲
得
し
て
以
降
も
、
彼
等
と
協
働
し
政
権
批
判

を
続
け
た
。
岸
が
、
開
戦
時
の
閣
僚
で
あ
っ
た
こ
と
、
大
派
閥
を
率

い
数
の
力
に
頼
る
こ
と
、
側
近
を
重
視
し
開
か
れ
た
議
論
を
回
避
す

る
党
内
運
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
難
じ
、
権
力
批
判
者
と
し
て
の

姿
勢
を
鮮
明
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
芦
田
は
、
傘
下
の
議
員
で
政
策

を
基
準
に
置
け
ば
岸
と
よ
り
共
鳴
す
る
者
を
岸
派
へ
と
流
出
さ
せ
な

が
ら
も
、
政
権
や
党
運
営
の
「
近
代
化
」
を
主
唱
す
る
政
治
家
と
し

て
存
在
感
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
彼
は
、
第
二
保
守
党
以
来

の
同
僚
で
あ
る
三
木
派
と
旧
自
由
党
主
流
派
の
系
譜
を
引
く
池
田
派

に
寄
り
添
う
形
で
政
治
生
活
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
、
従
前
の
芦
田
像
と
は
異
な
る
実
像
を
描
き
、
そ
の
理
由
を

解
き
明
か
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
理
念
や
政
策

に
基
づ
き
協
働
や
離
反
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
理
想
で
は
あ
る
が
、
政

治
的
現
実
を
前
に
し
て
妥
協
や
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
従
前
の
主

張
と
矛
盾
し
た
言
動
を
行
う
こ
と
、
芦
田
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
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本
論
文
の
総
括
的
評
価

　

以
上
、
各
章
の
要
旨
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
そ
の
評
価
を
示
し
て

き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
本
論
文
全
体
に
つ
き
総
括
的
評
価
を
行
っ
て

お
き
た
い
。

　

第
一
に
評
価
す
べ
き
は
、
第
二
保
守
党
研
究
の
意
義
を
改
め
て
問

い
直
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る
第
二
保

守
党
や
右
派
社
会
主
義
政
党
な
ど
、「
保
守
」
と
「
革
新
」
の
中
間

に
位
置
し
た
勢
力
の
行
動
や
理
念
に
関
す
る
研
究
は
、
冷
戦
後
に
一

定
数
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
、
中
間
政
党
の
提

示
し
た
異
な
る
選
択
肢
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
動
機
に
強
く
影
響

さ
れ
、
こ
う
し
た
勢
力
の
残
し
た
成
果
を
過
大
に
評
価
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
勢
力
が
当
初
予
定
し
た
ほ
ど
の
成
果
を
残
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
経
過
を
見
れ
ば
否
定
し
難
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
た
課
題
設
定
を
行
う
も
の
は
限

ら
れ
て
い
た
。
本
論
文
は
、
第
二
保
守
党
政
治
家
芦
田
均
の
事
例
を

分
析
対
象
と
し
て
、
戦
後
日
本
の
政
治
空
間
や
言
論
空
間
に
お
い
て

中
間
政
党
が
何
を
目
指
し
、
な
ぜ
影
響
力
を
残
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
基
軸
に
据
え
注
目

し
た
の
が
、
内
外
の
共
産
主
義
勢
力
へ
の
脅
威
認
識
と
、
そ
れ
に
基

づ
く
政
策
提
言
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
、
第
二
保
守
党
が
、
と
り
わ

け
芦
田
が
、
政
治
家
と
し
て
自
ら
の
存
在
意
義
を
示
す
に
当
た
っ
て

自
負
し
た
こ
と
で
あ
り
、
彼
の
言
論
を
特
徴
づ
け
る
再
軍
備
論
の
提

唱
も
、
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　

従
来
、
戦
後
の
日
本
政
治
外
交
の
研
究
は
、
占
領
の
主
体
で
あ
る

米
国
と
の
関
係
に
考
察
が
傾
き
、
右
の
視
座
に
基
づ
く
考
察
は
希
薄

で
あ
っ
た
。
第
二
保
守
党
研
究
、
と
り
わ
け
芦
田
研
究
に
際
し
て
は
、

共
産
主
義
へ
の
脅
威
認
識
と
い
う
視
座
の
設
定
こ
そ
、
同
時
代
の
中

に
同
党
勢
力
と
芦
田
を
的
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
時
代
の
政
治
空
間
や
言
論
空
間
に

必
ず
し
も
受
け
入
れ
ら
れ
ず
に
生
ま
れ
る
彼
等
の
反
発
と
焦
燥
は
、

同
時
代
の
こ
れ
ら
空
間
の
特
徴
を
間
接
的
な
が
ら
も
浮
き
彫
り
に
し

て
い
る
。
芦
田
研
究
、
第
二
保
守
党
研
究
を
超
え
る
広
い
視
野
を
射

程
に
収
め
た
研
究
と
し
て
高
く
評
価
し
た
い
。

　

第
二
に
、
芦
田
の
言
説
の
調
整
や
変
容
に
注
目
し
、
第
二
保
守
党

勢
力
が
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
経
緯
に
つ
き
、
よ
り
独

創
的
な
視
点
か
ら
実
証
し
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼

等
が
「
保
守
」
対
「
革
新
」
に
代
表
さ
れ
る
周
囲
の
政
治
・
言
論
空

間
か
ら
の
制
約
を
受
け
て
き
た
こ
と
だ
け
を
指
摘
す
る
先
行
研
究
を

一
歩
進
め
、
第
二
保
守
党
勢
力
自
身
が
そ
れ
に
妥
協
あ
る
い
は
適
応

し
て
い
く
内
実
に
注
目
し
活
写
し
て
い
る
。
既
存
の
研
究
は
、
第
二

保
守
党
の
政
治
家
を
、
一
貫
し
た
理
念
を
持
ち
そ
れ
を
政
治
行
動
に
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お
い
て
も
追
求
し
た
存
在
と
し
て
描
き
が
ち
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け

芦
田
は
、
そ
の
典
型
例
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
だ
け
に
、

第
二
保
守
党
研
究
に
大
き
な
変
更
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
吉
田
君
は
、
芦
田
が
自
説
を
抑
制
し
、
あ
る
い
は
力
点
を

変
更
し
た
理
由
に
切
り
込
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
芦
田
が
所

属
す
る
第
二
保
守
党
内
部
の
権
力
構
造
、
保
守
合
同
後
は
自
民
党
内

部
の
権
力
構
造
、
さ
ら
に
は
他
党
と
の
競
合
状
況
、
政
界
を
取
り
巻

く
言
論
界
の
状
況
な
ど
の
把
握
が
必
要
不
可
欠
に
な
る
が
、
そ
の
困

難
な
考
察
を
見
事
な
ま
で
に
完
遂
し
て
い
る
。
政
治
家
研
究
の
場
合
、

そ
の
言
動
だ
け
を
表
層
的
に
追
っ
て
評
価
し
位
置
付
け
る
こ
と
が
多

い
。
政
治
家
の
言
動
を
、
人
間
関
係
を
含
め
、
取
り
巻
く
複
雑
な
権

力
状
況
を
絡
め
て
吟
味
す
る
こ
と
は
困
難
な
作
業
を
伴
う
た
め
で
あ

る
。
理
念
と
政
策
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
た
と
の
芦
田
像
に
修
正
を

加
え
る
と
と
も
に
、
彼
の
言
動
の
中
の
矛
盾
や
変
化
の
理
由
の
説
明

は
、
か
か
る
作
業
を
回
避
し
て
は
出
来
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

第
三
に
、
芦
田
の
動
向
を
中
央
政
界
だ
け
で
な
く
、
彼
の
地
元
選

挙
区
の
地
方
に
ま
で
考
察
の
視
野
を
広
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地

方
政
治
と
国
会
議
員
の
支
持
基
盤
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
戦
前
か
ら

戦
後
占
領
期
に
つ
い
て
も
近
年
、
研
究
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
が
、
基
礎
的
デ
ー
タ
を
揃
え
る
だ
け
で
も
困
難
な
史
料
的
制
約

に
直
面
す
る
作
業
で
あ
る
。
吉
田
君
は
、
京
都
府
福
知
山
市
に
お
け

る
府
議
選
・
府
知
事
選
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
選
挙
の
結
果
を
時
系

列
的
に
整
理
し
、
芦
田
自
身
の
得
票
の
推
移
と
そ
れ
を
重
ね
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
戦
前
か
ら
構
築
さ
れ
た
芦
田
の
支
持
基
盤
と
い
え

ど
も
動
揺
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
、
芦
田
傘
下
の
地
方
政
治
家
の
他

派
へ
の
同
調
や
流
出
を
具
体
的
に
示
し
な
が
ら
実
証
し
て
い
る
。
中

央
政
界
だ
け
で
な
く
、
地
方
政
界
に
ま
で
考
察
の
射
程
を
広
げ
、
芦

田
が
自
負
す
る
主
張
が
、
地
方
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
妥
協
と
調

整
が
地
方
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
地
方
政
界
、
自
ら
の
選
挙
地
盤
の
動
揺
は
、
芦
田
の

中
央
政
界
に
お
け
る
言
動
に
も
間
接
的
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
想
像

で
き
る
だ
け
に
、
そ
の
意
義
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
本
論
文
は
、
新
た
な
視
点
と
広
い
視
野
に
基
づ
く
、
画
期

的
と
も
言
え
る
第
二
保
守
党
研
究
、
芦
田
均
研
究
に
位
置
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
高
く
評
価
す
べ
き
吉
田
君
の

研
究
で
は
あ
る
が
、
よ
り
解
明
が
期
待
さ
れ
る
課
題
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。

　

第
一
に
、
社
会
主
義
者
に
つ
い
て
の
検
討
事
例
を
拡
大
す
る
こ
と

で
あ
る
。
本
論
文
は
、
市
場
経
済
型
資
本
主
義
と
、
私
有
財
産
制
廃

止
を
目
指
す
共
産
主
義
勢
力
の
中
間
に
位
置
す
る
存
在
と
し
て
の
第

二
保
守
党
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
が
、
こ
の
位
置
に
は
各
種
の
社
会
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主
義
者
も
同
居
し
て
い
る
。
特
に
、
右
派
の
社
会
主
義
者
は
、
第
二

保
守
党
と
同
様
に
、
わ
が
国
の
内
外
情
勢
に
対
す
る
危
機
意
識
を
抱

き
な
が
ら
も
戦
後
の
政
治
空
間
に
お
い
て
埋
没
し
て
い
っ
た
存
在
で

あ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
も
、
右
派
社
会
主
義
者
と
第
二
保
守
党
政

治
家
の
知
的
背
景
の
共
通
性
や
、
継
続
的
な
交
流
関
係
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
が
、
吉
田
君
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
主
義

政
党
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
は
い
な
い
。
第
二
保
守
党
政
治
家
と

の
交
流
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
者
も
含
め
、
右
派
の
社
会
主
義
勢
力

全
体
に
焦
点
を
当
て
、
各
政
治
家
の
内
外
情
勢
認
識
と
政
治
行
動
を

検
証
し
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
は
芦

田
ら
第
二
保
守
党
政
治
家
と
い
か
な
る
点
が
類
似
し
、
い
か
な
る
点

が
相
違
す
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
と
同

様
の
分
析
視
角
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
論
述

の
厚
み
を
増
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

第
二
に
、
対
米
関
係
が
も
た
ら
し
た
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ

る
。
本
論
文
は
、
従
前
の
研
究
と
は
異
な
る
視
座
を
提
示
す
る
た
め
、

さ
ら
に
は
第
二
保
守
党
の
芦
田
を
特
徴
付
け
る
た
め
、
か
か
る
視
点

か
ら
の
論
及
は
敢
え
て
回
避
し
て
い
る
。
し
か
し
、
占
領
下
、
さ
ら

に
は
独
立
後
の
日
米
安
保
体
制
下
に
あ
っ
て
、
戦
後
日
本
の
政
党
政

治
家
の
行
動
が
、
米
国
の
意
向
と
、
そ
れ
に
対
す
る
応
答
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
て
き
た
側
面
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
共
産
主
義

勢
力
に
対
す
る
認
識
に
よ
っ
て
政
党
政
治
家
の
立
ち
位
置
を
色
分
け

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
本
研
究
で
あ
る
が
、
他
の
保
守
政
治
家
同
様
、

芦
田
も
ま
た
、
米
国
と
主
張
を
共
有
し
た
り
、
ま
た
米
国
側
関
係
者

か
ら
評
価
さ
れ
た
り
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
芦
田

の
冷
戦
認
識
と
そ
の
発
信
の
み
な
ら
ず
、
所
属
政
党
の
選
択
や
、
総

裁
選
に
お
け
る
判
断
、
さ
ら
に
は
昭
電
疑
獄
事
件
被
告
人
と
し
て
の

裁
判
対
応
に
い
た
る
ま
で
、
米
国
側
を
意
識
し
た
行
動
で
あ
っ
た
可

能
性
は
も
っ
と
検
討
さ
れ
て
よ
い
。
史
料
的
限
界
も
あ
ろ
う
が
、
米

国
が
第
二
保
守
党
や
芦
田
に
何
を
期
待
し
、
米
国
と
の
間
で
ど
の
よ

う
な
意
思
疎
通
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
芦
田
の
行
動
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
の
か
が
実
証
さ
れ
れ
ば
、
第
二
保
守
党
の
実
態
と
同
時

代
の
政
治
空
間
の
成
立
過
程
を
よ
り
重
層
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
序
論
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
、
政
権
与
党
の
吉
田
自

由
党
、
対
抗
す
る
日
本
社
会
党
に
通
底
し
て
い
た
「
国
家
権
力
の
強

化
を
標
榜
し
な
い
」
姿
勢
、
さ
ら
に
は
そ
の
一
環
と
し
て
の
軍
事
力

増
強
を
求
め
ぬ
姿
勢
と
、
芦
田
の
晩
年
の
行
動
と
の
連
関
に
つ
い
て

考
察
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
保
守
党
の
独
自
性
を
示
す
点
で

あ
り
、
既
存
研
究
に
お
い
て
論
及
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
た
め
回
避
し

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
論
文
が
提
示
し
た
共
産
主
義
の
脅
威
認
識
を

絡
め
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
考
察
と
知
見
の
提
示
が
可
能
で
あ
っ
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た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
本
論
文
で
論
及
さ
れ
て
い

る
通
り
、
芦
田
は
日
本
国
憲
法
を
高
く
評
価
し
改
正
の
必
要
を
強
調

し
な
い
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
右
の
視
点
と
い
か
に
同
居

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
芦
田
は
、
九
條
二
項
の
修
正
に
お
い
て
名

前
が
上
る
政
治
家
だ
け
に
、
そ
の
考
察
が
行
わ
れ
れ
ば
、
現
代
ま
で

棚
上
げ
さ
れ
た
課
題
を
浮
き
彫
り
に
で
き
る
と
と
も
に
、
よ
り
参
考

に
な
る
知
見
を
提
示
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
指
摘
は
、
本
論
文
の
問
題
点
と
い
う
よ
り
は
、
吉
田
君
が

今
回
切
り
拓
い
た
戦
後
日
本
政
党
史
分
析
の
視
座
を
生
か
し
た
今
後

の
検
討
課
題
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
に
対
す
る
評

価
を
い
さ
さ
か
も
揺
る
が
す
も
の
で
は
な
い
。
内
外
情
勢
に
対
す
る

取
り
組
み
を
成
し
得
な
か
っ
た
第
二
保
守
党
の
姿
と
そ
の
帰
結
は
、

戦
後
日
本
が
欠
落
さ
せ
て
き
た
問
題
意
識
、
現
代
に
ま
で
積
み
残
し

て
き
た
政
治
課
題
を
考
え
る
際
に
、
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
意
義
深

い
研
究
業
績
と
し
て
高
く
評
価
し
た
い
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
審
査
員
一
同
は
、
吉
田
君
に
博
士
（
法
学
）

（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判

断
す
る
。

令
和
元
年
九
月
二
八
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

玉
井　
　

清

法
学
研
究
科
委
員
・
法
学
博
士　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

小
川
原
正
道

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授　

赤
木　

完
爾

法

学

博

士　
　
　
　
　
　


